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*トニービン Tony Bin は愛国産，全欧古牡馬チャンピオン，伊仏15
勝，凱旋門賞-G1。本邦チャンピオンサイアー。【ＢＭＳ：主な産駒】アドマイ
ヤベガ（ダービー -JPN1），ハーツクライ（ドバイ シーマ クラシック-G1），ル
ーラーシップ（香港クイーン エリザベス二世Ｃ-G1），トランセンド（ジャパ
ンＣダート-G1・２回），カレンチャン（スプリンターズＳ-G1）

ジェシカ（99 *トニービン）は３勝，原町特別（芝1700ｍ）。産駒
フォーチュンガール（06 牝 栗 *バチアー）入着，北海道・南関東（公）２勝
パブリックアフェア（07 牝 栗 キングカメハメハ）１勝
ソルビアンコ（08 牡 芦 *クロフネ）入着，佐賀（公）２勝，○現
レイヴ（09 牡 栗 *タイキシャトル）２勝
ファインクルーズ（10 牝 栗 *クロフネ）北海道（公）１勝，兵庫（公）１勝，○現
クオーターマスター（11 牡 芦 *クロフネ）４戦

セシルカット（92 *サンデーサイレンス）は５勝，栗子特別。産駒
ピアチェヴォーレ（牝 *オペラハウス）４勝，磐梯山特別，原町特別，中山

牝馬Ｓ-G3４着
ゴッドエンブレム（牡 *ウォーエンブレム）３勝，仲春特別
リヴィエラブルー（馬扇 *ホワイトマズル）２勝，瓢湖特別
セシルブルース（牝 *エルコンドルパサー）３戦。産駒

アイムユアーズ（牝 *ファルブラヴ）５勝，フィリーズレビュー
-G2，クイーンＳ-G3（２回），ファンタジーＳ-G3，阪神ジュベナ
イルフィリーズ -G1２着，函館２歳Ｓ-G3２着，桜花賞-G1３
着，オークス -G1４着，札幌記念-G2４着

トーセンアルニカ（牝 メイショウサムソン）３勝，山中湖特別，エリ
ザベス女王杯-G1４着，福島牝馬Ｓ-G3５着，○現

オーバルカット（牝 *エリシオ）不出走。産駒
ホワイトピルグリム（牡 *クロフネ）５勝，寿Ｓ，メルボルンＴ，高千

穂特別，ひめさゆり賞，金鯱賞-G2３着，都大路Ｓ-OP３着
ゴダール（牡 *ウォーエンブレム）２勝，○現

ダイナカール（80 *ノーザンテースト）は最優秀２・３歳牝馬，５勝，
オークス。エアグルーヴ（天皇賞・秋-JPN1）の母，ルーラーシップ（香
港クイーン エリザベス二世Ｃ-G1），アドマイヤグルーヴ（エリザベス
女王杯-JPN1・２回），オレハマッテルゼ（高松宮記念-JPN1）の祖母
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Key to the Mint 

Toll Booth 

Drone 

Hard and Fast 

*カンパラ

Plugged Nickle 

*サンデーサイレンス
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Halo 

Wishing Well 

*ノーザンテースト

シャダイフェザー (8)

全40口関東入厩

ダイナカール牝系出身である母の産駒は、勝ち上がり率こそ悪くな
いものの、これまでの成績には歯痒い思いがありますが、本馬はダー
ト色の強い父との配合で新たな一面が引き出されたようです。ひと
きわ目を引く筋肉隆々の馬体は父の特徴を受け継いでいることが容
易に推察でき、重心の低いかき込みの強い走法は豪快そのものです。
気性面でもおっとりとした産駒が多かった母の産駒の中では、本馬
は闘争心むき出しで放牧地を駆け巡っており、さらにその思いを強
くさせてくれます。活躍の舞台は限定されるかもしれませんが、そ
のカテゴリーでのスペシャリストを目指すべき存在です。
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1口45万円  （総額1,800万円）

提供：ノーザンファーム　生産：ノーザンファーム　繋養：ノーザンファームYearling高木登厩舎 予定

ジェシカの13136
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